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日時 2 0 1 4 年8 月1 7 日( 日)

羊1 都 1 3 : 0 0 ～ 1 5 : 0 0 発t 製作ワ ー クショ ップ

第2 部 1 5 : 2 0 ～ 1 7 : 0 0 木村 俊雄さんの お話 ､ 質疑

場所 大河原中央公民館 地下会議室
参加暮 第1 部のワ ー クシ, ツプ見学と第二部のお露程叶きたい方は ､ 1 0 0 0 円

楽 自分の発t キットを作成したい方は ､ 4 3 0 0 0 円( お帯の嚢加★も含む)

t 大1 0 名鷹1 仰

ご不明な点はお伺い合わせくだきい

算2 都のお蕗のみ聞きたい方は 5 0 0 円

相島原発事故の汚染水漏れが続いている中 ､ 政肝は原発の再穏■の動きを加速しています｡

原発事故による放射能汚染を捷験した私克 ち｡ 康発のt 気に頼らない暮らしを考えてみたいと思いま

せんか ?

遵よく､ 双葉¶ から高知 に避♯した木村さんが ､ 川内村で行われる湊展人材の満 月集に乗られます｡

木村きんを講師に. ソ ー ラ ー 発 t キット製作ワ ー クシ 亨 ツ プと､ 福島第 一

康発事故の現状に つ いて お

者をしていただきます｡

たくきんの方 のご参加藍台待ちしています ｡
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主催 みんなの放射線測定室｢ てとてと｣
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木村俊雄さん の プ ロ フ ィ ー ル

福島県双葉町生まれ 4 9 歳

東京 の 東電学園に進み ､

1 9 8 3 年に東京電力 入社｡

福島第
一

原発と柏崎刈羽原発 に勤務 ｡

福島第
一

で 炉心 の 設計 ･ 管理 に携 わ っ て い た｡

原発 へ の 疑問が膨 らみ ､
2 0 0 0 年 1 1

_
月 に

退社｡ 朝 日新聞 の 『プ ロ メ テ ウ ス の 罠』 に も

取り上 げられ ました ｡

3 ･ 11 後 ､ 高知県土佐清水 市に移住｡



1 0 0 V ソ ー ラ ー 発 t キットの使い道

パ ネル妊5 0 c n x 1 2 0 c m の 大ききで ､ 気

軽に持ち運び できます｡ 昼 間 ､ ′くッ テリ ー に

t 気をためて ､ 夜間の 照明 の # 助t 瀬とし

て使用できます｡ モれ以外にも ､ このような使

い方ができると思います｡

例えば

･ 辛でキャンプに行っ た腰の ､ キャンプ書での

t 漂として

･ t 気のない 山小屋 での 夜の照明の t 漕と

して

･ 大地震等でt 気が止まっ た静の ､ 非常用

t 源として

1 0 0 V V ソ ー ラ ー 発 一 手 ㌍ノ ト 一 気 系 統 画

以 下 の 図は ､ 1 0 0 w の パ ネ ル で ､ 可能 な使用方法 で す ｡
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約 6 8 寺間 約 6 時 間 約 1 5 時 間 約 1 2 時 間 約 1 5 8奇聞

朝 日新和 ｢プ ロ メ テ ウ ス の 昆｣ 2 0 1 3 年9 月 1 1 日から(抜粋)

最も若い 男は木村俊雄 (49) ｡ 元東電社旦 ｡ 福島第
一

で炉心の投書十 ･ 管理に携わ っ て いた ｡

年長者は小倉志郎 (7 2) 元 東芝の 技術者 ｡ もう
一

人は後藤政志 (64) 元東芝の技術者 ｡ 格納容器殻計に

携わ っ た ｡ こ の 3 人は地震で 原子 炉は填れ たの でないか ､
と

｢ ほ ら､
1 号機の床 ドレン ポン プの動 きがおか しいん です ｡ 何回も起動 して いるように 見える｣

｢ 水が増えたら起動 ､ 増え たら起動と
…

‥
･

｣

床ドレンポン プは原子炉格納容器の底に たま っ た水を排出す る｡

水は どこか らきたのか ｡

圧 力容器か ら出る十数本の 小配管の
一

つ が切れ たと木村は推理 した ｡

｢ た と え ばジ ェ ッ トポ ン プ の 計装配 管で す｡ これ は細くて 長くて ｡ 東電時代 ､ 地震 の ときに 大丈夫か っ

て み ん なで話 して い たん です よ｣

｢配 管の破損が無か っ た こ との 証明 にはな っ て い ない です よね｣


